
れるため衝動が大きい。短絡回路に

抵抗が入る場合(図ー2) と，主主抗が入

らない場合 (1頚 -3) とがある。

3 短絡渡り法

(極抗が入らない場合)

3 橘絡;度 り法 (図 4) ホイー ト ヨト~込→
スト γ ・ ブ リ ッジを応用した方法で r一一一「

直列最後の制御段と並列第一制御殿 -UU~~干す

の主電動|畿電流にあまり変化のない 4. 矯路 渡り法
状1mでiJ_{[りに入ることができる。こ

の方法は各主電動般による引張力の

変化が少ないため衝動が少ない矛IJ点

がある。(沢野周一)

わち ゅう しけん 話中試験 共m

式交換般の共'í11 fl!式回路には， 話中

~→ 
--e;:ヱロ→

ラ γプがないため，電話掛は回線が空いているか，話中である

かを判別することができなL、。もしある回線が他の防で議中で

あるにもかかわらず， 電話餅が接続を行うと 2 重に接続されて

しまう。この 2 重接続を防止するため， 電話掛がl呼 /:Hす7号号の

ジャックに機絞ひ、ものプラグのチップを接触させて，話中かど

うかを確認するために行う試験を話中試験と L、う。なおこの試

験で話中のときは，電話掛電話媛にクリック音が11日えるので，

クリックテストともいわれている。(相原 茂)

わばねグ リー ス 輪ぱねグ リー ス ファイパ ・ グリースのー

極であって，鉱iUI とナトリウム石けんから作られる。 1fi両連結

?r~の緩衝用輸ばねの摺(し ゅう}1fiJJ部にm~ 、られ， 前H 苛重性能を

高めるために成分の鉱油には高粘皮のものが使用されている。

(伊I出Jìiií l!l\)

わらたてこ う 藁立工 静砂工の-f1Iìである。。わら を 2 つ折

りにして他紋木の周聞に立てて， ガJ木の暴風 ・ 砂に対する保護

に当てたり ， わらを適当な長さに切断して幼木の肝l聞に立て ，

保護する工法である。(高村義次)

わりぴきてんし ゃ 割 引電車 市内電車の中にはiWI 早〈乗車

する旅客にかぎって，その.ì'ili貨を ~WJ引する制度を採っている も

のがある。このように早朝旅客に対して巡貨の割引をする ttü: 1ド

は ;IFJ引電車と 11手ばれてし、る。現在わが国でこの制度を採用して

いるのは東京都電， 1J\'i浜市電，神戸市m， 鹿児島市電および長

的1[1気軌道株式会社の 5 軌道線である。割引時聞は始発電車か

ら 61時半または 711寺までの間に乗車した場合にかぎることとな

っており ， その\!fIJ引運賃は tf-通往復旅客巡貨の 2 lJflJ号|程度とな

っている。早期l利用旅客に対してこのような制度を設けたのは，

輸送力に 卜分の余絡のある時間祁に旅客を誘致して， っきrに来

る i:Ulの混雑時輸送を幾分でも緩和l しようとする交通政策による

ものであり ， 早朝割引主li貨を制定しようとする場合は，巡輸大

臣の問、可を援することにな っている。(上野忠男)

わりまし うんちん 割増運賃 貸物の性質 ・ 形状 ・ 巡送条件

および巡送の*ÊJjJ等により ， 基本的.t'o{率に剖婚をした巡l:r(をし、

い， l;，(率の告IJj:悦をしたものと ， 1 口ごとに計算した金領に割地

をするものとの 2 fillがある。宅扱 ・ 小口数における軽量品に対

して ， 重iif品との均衡を保つために設けられている剣士骨をした

巡I'U:t lìÎJ者に鼠し ， かつ大剖士関， 列車指定制矧， 冷蔵事使用割

削等のように 1 口ごとに所定の割地をした巡貨は後者に属する。

制!1'1辺氏に類似するものに別運賃があるが，滑走E貨は巡送状に

言l! ili\::した 1'(物の品名 ・数量等が!)r.'~と相逃したj場合，または危

険品を他の品名によって託送した場合に懲倒的に収受するもの

で， '.!fIj J1Y/五li lえと本質的に呉なるものである。現行\l}IJ :f:lú運賃には

つぎのようなものがある。

1 l't率の制的をするもの。

わりましちん

(1) 宅扱 2 ~flJ j_l'/， 5 制1札 10 j~lj t科お よ び 20 割I) l:\"/がある。こ

の氏率には集配料または配達料が氏率に加lì: されているので，

2, 5, 10, 20 の~~Ij t\;/ 1"i:率となっている。

(2) 小口扱 2 出I)t\V/ ， 5 測地， 10 出j鳩 ， 20 制:f:lú ， 90 制撤およ

び 190 \1;'-Ij鳩がある。

2 1 口ごとに計算した金傾に割IjJ脅するもの。

(1) かつ大貨物

(刀 小口扱貨物は 1 f悶の長さ，重量または容僚の大きさによ

り 3 割増および 5 \lf1!櫓

θ) 耳Z扱貨物は長さ，猛毒1および容伎の大きさにより 1 'J1IJ討'1 ，

3 í1，<lJ地， 5 創期および 10 割地

(2) 列車船指定貨物 列車船を指定して巡送する事扱貨物に

対しては 2 刈il'l:

(3) 冷蔵事および爪ifl也、車を使用する貨物 冷政]Iïおよび活魚

車を使用する乳， パタ ー，鮮肉， 鮮冷凍1.$. ， 焼竹輪， ri5魚等の

ような所定の貨物に対しては l 制対~

(4) 急送貨物 野菜，鮮魚等の急送を要する車数貨物(列車

紛を指定して迷送するものを除く) は 5 分泊。 (1羽根井一)

わりましちんぎん 割増賃金 国鉄における現行割j均賃金は

つぎの 1-5 の諸手当に分類される。これらはすべて正規の勤

務時間外の労働や，夜間あるいは国民の祝日の労働と L 、 う特殊

の 11寺閉または日の労働に対する特殊の対1聞をなすもので，この

点同じ基準外賃金でも， 特定の職務や作業に対する対価として

の駿務加算給および作業加昇給とは異なる。なお戦後はこれら

の割地賃金の支払は祝日手当をのぞいては，いずれも労働基準

法によって直接間接に義務づけられ， 今日の姿に完備されたの

もおおむね労働基準法施行以来のことである。

l 超過勤務手当

戦前jにおいてはきオつめてかき.られた 11手て‘しか存在しなかった。

すなわち判任官以上の官吏および雇員の一部は月給制， その他

の雇員および第 1 傾倒f人は日給制jとして賃金が定められ， 労働

時間に関係なく定矧を支払われており ， 今日の ように所定の勤

務1時間を欠いた場合の賃金の減額や，反対に超過勤務を行った

場合の超過勤務手当の支払L 、はなかった。ただ第 1 f11ì傭人およ

び雇員以上の 1 昼夜， 3 交代等の勤務者が，反対番の欠勤その

他の恕闘で述翌日jを命ぜられたときにかぎり ， 日給 l 臼分の代務

給が支払われたのであって，これが今日の超過勤務手当に相当

する唯一の給与であった。第 2 f重仙人に対しては幼務給の制度

が設けられていたが，勤務定刻をこえた時間がただちに手当の

対象となるのではなく ， 勤務定時間数(年間平均 1 日 10 時間)

を 2 時間以上j包過して勤務した場合のみ， 1 1時間につき日給傾

のよに相当する刑務給が支払われた。首11; 3 極自If人(賃競作業を
10 

行う者を除く )については，実勤務11寺間数を所定勤務時|甘!数で

除したものを， 日給傾に乗じて得た額が給料として支払われた。

この窓味では日給制というよりむしろ時間給的な考えになって

いたといえるが， 制度的には勤務定時聞をこえる部分に対する

給料を滑務給と称した。反対にW; 2 優 ・ 第 3 極傭人とも正規の

勤務時間を欠いた場合には， 1時間給的なたてまえから，その分

だけ給料を滅ぜられることになっていた。戦前にこのような差

別が設けられていた波乱1は，判任官以上については官吏として

無定量奉仕の義務が要求されていたので， 超過勤務なる観念は

初めから存在しない ι され， 鹿員もおおむね管理院督の地位も

しくは金銭出納のi'Hf:をその職務内容 と していたので， 直接的

に労働量の多少を賃金の上に反映させる時間給的な制度は不適

当とされたためである。 仙人についての超過勤務手当は，職務

のrt任や地位によってではなく ， もっぱらその職務内容にも と




